
Japan Epilepsy Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Epilepsy 　Sooiety

A −17　 難治性てんかん におけるクロ ラゼブ酸ニ カリ

　　　　　ウム鮪 雕 にり いて

A −18　 West症候群における ビタミン B6大量薦去の有

　　　　　効性と副作用の検討

東京女子医 科大学 医学部 小 児科 大阪府立母 子保健総合医療セ ン タ
ー

小 児神経科

林北見 ノ」・国 弘量 大澤 真木子 鳥邊泰久 植 田仁 鈴木保宏

〈 目的〉 　通常の 抗て ん か ん 薬（クロ ナゼ パ ムを含む）に よ

っ て 発 作が 十分 に 抑制で きなか っ た谿 台11生て ん か ん 67症例

に対 して、クロ ラゼプ酸ニカ リウム を追加処 方し、その 有用性

を検討した。事前に薬剤ゆ特性、副 乍用につ い て 保護者に説

明 し了承 を得 た。〈 対象〉 処 方時年齢は 5ヶ 月か ら 31歳 5

ヶ月，て んかん発痛 原因として、脳炎後遺症 6 例、変性 疾患

5 例、結節性硬化症 3 例、皮質吻茂異常 3例、周産期低酸 素

糊 畄症 3例、頭蓋内 出血 1例、染 色体異常 1例を認め たが他

の 45例は原因不明で あっ た。知能は 正常 14例、軽度遅滞

10例、中等度 19例、重度 23例で あっ た 　て ん か ん 類型は 、

潜因性局在閲車て ん か ん 5 例、症候性局在関連て ん か ん 7ア

例、症候腔全般 てんかん 25例、乳児重症ミオクロニ
ー

てんか

ん 9 例、その 他 の 未決定て んか ん 1 伊悔 あっ た 　 〈 結 果 ＞

1 日量 9mg か ら 75  （32．4± 152）、体重あた り0．2mg か ら

3、2π  （10±0のを処方し、血 中濃度は 215μ　9hnか ら 別54μ

91tit（19〔n ．O± 16θD4）で あっ t：。 発 「槻 渡 が 75％以 トに 減少

した著効例が 6 例、50％以下に 減少した有効例が 13伊「であ

り、発作増悪が 2例に認められた。有効 であっ た症例で も経

時酌に効 果が 低下す ることが 見られ た。有効 以上 19例と無

効例とを比較して治療時年齢、血中濃度は
一

定の 傾向 を示 さ

なか っ た。 て ん か ん類型 で は 症候性 局在関連て んか ん に

著効例の 多い 傾向が み られたが、有効以上で は 明らか な差

を認め なカリ た。副乍用として、高用量で著効した 1例に 精

神症状 が 認め られ たが 、減量 によっ て軽減した。そ の 他に

眠気、興 奮など 25 症例 で認 められ t 。 〈 結論 〉 クロ ラゼ

プ酸 ニカリウム は治療胝抗性の SEtliEnStlr（ん かん 症例に 対して

の 選択肢 に なりうると考え られた。

【目的】日本では WeSt症候群の 初期治療として、ビタミン 恥 大

鑠 茜ま抗てん か ん 薬治療あるい は ACIH 療法前に多くの

施 設 で試み られ てい る。 我 々 の 施設 でも原 則 としてビタミン

臨 大量療法を West 症候群の 第1選 択として f吏用して きた。今

回当科 で の W 蝕 症候 醐 こおけるビタミン B6大 量療 法の 有 効

性と副作用に つ い て 検討して みた。

【対象JlgCO年 5月か ら  年4 月まで 当科で WeSt症候群と

診断しビ タミン 臨 大 量療法 （2〔呻 kg！臼以 上を最低 5 日間投

与）を施行した 50例（潜因性 5 例、症候性 45例）を対象とし

た。

【結果】ビ タミン 既大量療法は平均 14 番 目に選択され てい

た。治 療効果は 著効（発 作消失）が 6 例α2％）、有効（SO％以

上発僧 肖失したもの ）6 例（12％）、無効が 38 例（76％）で あっ

た。著効例は 全例症 候陸 陶 症イ嘆群で あ り、3 例で 平均 3．7

カ月（1〜9 カ月）後に再発した。酬 乍用は全症伊レ）42％に み

られ、四毆 辷の み 12例、下痢の み 2例、肝瓣 章害の み 1例、

嘔 吐と下痢を認めたもの 3 例、嘔吐と用機能障害を認 めたも

の 3　9itc’あっ た。嘔吐および 肝機能障害｛ま 姆 暫日以上

の 投与で出 現しや す く、下痢は ro〜im 日の 投与量で も

み られた。嘔吐、下痢の 出現まで の 期間は投与開始直後か ら

3 日以 内が多く、月「『幾能轄 ま平均没与1週間 目で 判明した。

い ずれ の 副作用も投与中止 により速やか に 改善した 。

【結論】ビ タミン Bk大量療法は、報告され て い る抗て んかん薬

の 有効性と比較 し治療 効果 が低 く、また副作用 の 発 現が多い

と考えられ た。
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